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Abstract 


To determine the susceptibility of the females of four common mosquito species to 
the larvae of Dirofilaria immitis, laboratory experiments were mede in Nagasaki City. 
The number of microfilariae taken at the initial infective blood meal considerably differ 
by individual in all of the four species examined. In Aedes togoi the rate of filariae 
discharged in droppings of mosquitoes is the lowest and the experimental infection rate 
is the highest, and accordingly, this mosquito is probably the most susceptible species to 
the larvae of canine filaria among the four species examined. Culex pipiens pallens dis- 
charge filariae at the highest percentage, so that the experimental infection rate is not 
so high. In Culex tritaeniorhynchus summoresus the percentage dischage is high and the ex- 
perimental infection rate is rather low. In Armigeres subalbatus the percentage discharge 
of filariae is rather low. However, the larvae entering the Malpighian tubes of the 
mosquito were all killed soon, therefore this mosqutio must be said to have no relation 


to the transmission of the disease. 


は じ め に 


RE IH ASA AU (Dirofilaria immitis) OiBE RE RED EHHE o 7€ VARRER E L L THE 
地 で ある と と は 既に 報告 し た ( 未 永 ら , 1970. OK (1936, 1937) は Aedes togoi, Ae. albopictus, Culex 


RIRA FRESER 950487 


RARE NOW HORT 4 3) THREE à 


pipiens pallens, 及び C. tritaenierhynchus の 4 $8 d5 


F, その 中 Ae. togot が 最も 優れ て いる と 述べ て いる . 
その 後 Keegan 2561967) SIA ROMER LK. 


著者 は 長崎 市 内 で 犬 糸 状 虫 を 媒介 し て いる 麗 種 を 明 
ら か に する た め , この 地方 で 普通 に 採集 され る 改 種 に 
つい て の 感染 実験 並び に 野外 採集 固 の 目 然 感染 状況 の 
調査 等 を 行なっ て いる の で , 本 報 で は 4 HOROR? 


実験 材 


REICH L 7c EY REI pO UY aA (Aedes togoi), 
アカ イエ カ Culex pipiens pallens), 2HATAAIA 
(C. tritaenicrhvnchus summorosus^, 及び オオ クロ ヤブ プ カ 
CArmigeres subalbctus) の 4 種 で . と れ ら は 何れ も 当地 
方 で 採集 し 25?C の 人 恒温 室内 で 累代 飼 有 中 の も の を 使用 
し た . 吸血 の 方 法 と し て は 約 2 女 立 方 の 25^C に 調節 さ 
れ た 恒温 宏 に 4.5 ROMA, その 中 央 に 設 次 
し た コン クリ ー ト ブロ ッ ク 放 感染 大 を 鎖 を 短 か く つ な 
ぎ , 口 輸 を は め ぬ め て か ら , cO, IL, 
宏 内 の 照明 を 消し て 暗黒 下 で 所 定時 間 吸 血 さ せ た . "€ 
ILIE 6 OH L CHARICE LU, 室温 約 25" じ し , BÀ 
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ィ ラ リア 幼虫 に 対す る 感受 人 性 に つい て 調べ た 結果 に つ 
いて 報告 する . 

稿 を 進め る 前 に , と の 研究 の 指導 を し て いた ゞ いた 
長 時 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 の 大 森 南 三郎 名 営 数 授 普 


と 御 助 革 を いた ゞ いた 和田 義人 教授 に 厚く お 礼 申 し 
EWS, | 


料 及 び 方 法 


SURREY, 一 日 の 照明 時 韻 16 き 間 の 恒温 室 で , 約 
3 多 の 砂 融 水 を 含ま せ た 脱 脂 縄 を 懲 の 中央 に 吊り 下げ 
て 与え , 所 定期 間 飼 育 し た 後 殺 し て 麟 検 し , TEAR 
ご 発育 完了 後 の フ ィ ラ リア 幼虫 に よる 敷 の 感染 率 を 調 
este, Mj, 一 部 の 吸血 胃 は 直後 殺し て 剖 検 し , HR 
し て いる 仔 虫 数 を 調べ た . EEO TORIA 
ライ ドグラ ス 上 に ふせ た ガラ ス 製 の 小 キ ヤッ プ 内 で 53 
砂糖 水 を 水滴 と し て 与え て 飼育 し , PERRA C 
ヤップ の 位置 を 移動 さき せ て ガラ ス 面 に 甘 と 共に 排 港 さ 
れる 仔 虫 きま た は 幼虫 の 有無 を 調べ た . また , CORR 
記 先 立ち , 好適 由 間 宿主 上 きれ て いる トウ ゴウ ヤブ カ 
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Fig. | Change Of microfilarial count in peripheral blood of an infected dog with 


Direfilcria immitis in winter season when expcsed to 25°C. 
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に 感染 犬 か ら 吸 血 さ せ , 25°C 宏 内 に お ける こと の 政 の 体 
内 で の フィ ラリ ア 幼 虫 の 発育 状況 を 調べ た . Wü. 割 栓 
を 必要 と する 胃 は すべ て 殺し た 直後 管 沼 に 入れ て コル 
ク 栓 を し , これ を 小 ビ ニー ル 袋 に 入れ て 密封 し , 一 20? 
C の フリ ー ザ ー 中 保存 し て お き , 後 で 少し ずつ 取り 
MUCH MU. 吸血 の 際 に は その 前 後に 犬 の 耳 到 か 
DRAOI の 血液 を 採っ て その 中 の 仔 躍 数 を 数 え , 
吸血 前 後 の 平均 数 を 吸血 時 の 大 の 保有 仔 虫 数 と し た . 
また , 供 試 政 は 吸血 前 後に 夫々 30~50 個 体 じ っ いて 虚 
IAA CRE LCA AMN CAB ZU L, 吸血 前 後 
ONE ESSO & > TE OMFMOMTLBL ATE LK. 
実験 は 1962 年 2~ 3 月 に 実施 し た が , 多く の 研究 者 
に よっ て 確認 され て いる よう に , D. immitis の 場合 に 
は 感染 大 の 末 揃 血液 中 の 仔 虫 数 が 季節 に よっ て 甘 し く 
異な り , 冬期 に は 夏期 に 比べ て 甚だ し く 減少 する の 
C, 仔 虫 数 が 少な い 冬 期 に 麗 へ の 感染 実験 を 行う 場合 
(に は 何れ か の 方 法 に よっ て 末 構 血液 中 に 出 て くる 仔 虫 
数 を 増加 させ る 必要 が ある . 著者 は その 方 法 の 一 つと 


BL 


し て 1 <2 月 の 一 年 中 で 最も 仔 虫 数 が 少な い 時 期 に 感 
染 犬 を 257C の 恒温 室 へ 移し て 飼っ て みた . その 結果 , 

第 1 図 に み ら れ る よう に 犬 を 25*C 室 に 移す と 数 日 後 か 
ら そ の 大 の 仔 虫 数 が 増加 し 始め , 途中 犬 を 屋外 の 自然 
温度 下 に 戻す と その 犬 の 仔 虫 数 も 減少 する が , RAB 
び 25?C に 移す と 仔 虫 数 も 再び 増加 を つ ゞ け , 最初 25*C 
に 移し て か ら 約 1 カ月 後に は と の 犬 の 夏 の 最多 仔 虫 数 
と 申 同数 に 達する る と こと が わか っ た . その 後 も 犬 を 自 
然 温 度 下 に 戻す と 犬 の 他 虫 数 は 急減 する が 25°C に 移す 
と 再び 急増 する 現象 が み ら れ た こと と は 図 に 示す 通り で 
ある . LOL, 4 月 に 入っ て か ら は 大 を 利 然 温度 下 に 
置い て も 犬 の 仔 虫 数 は 目 然 増 加 し 始め る 傾向 が み ら 
れる . この よう は に 冬期, 感染 大 を 25?C の 恒温 案 へ 移す 
Z cic oca zz faire occ ma 
れる と , 夏期 に 摂取 され た 仔 虫 と 同様 , 正常 に 発育 す 
る と と が 予備 実験 に よっ て わか っ た の で , 44 Obie 
つい て の 感染 実験 は すべ て と の 方 法 に よっ て 仔 虫 数 を 
増加 させ た 犬 を 用 いて 実施 し た . 


実験 成績 並び に 考 穴 


1. 犬 フ イラ リア 幼虫 の トウ ゴウ ヤ プ カ 体内 に お け 
る 発育 . 

感染 大 か ら の 吸 箇 に よっ て 血液 と 共に トウ ゴウ ヤブ 
カ の 胃 に 入っ た 仁 虫 は 255C に お いて は 吸血 後 久 そ 12 時 
間 以 内 に マル ピギー 氏 管 に 移行 し て 発育 を 開始 する . 
マル ビ ピギー 氏 管 内 に お ける フィ ラリ ア 幼 中 の 発育 状況 
は 第 1 表 及 び 第 2 図示 し た . これ ら の 図表 か ら わ か 
BLDC CVEF-REICZALKHAMS Ia WoO 
幼虫 は 次 第 に 短縮 肥大 し て 4 日 後に は 最短 期 の Ic 期 
に 達し , その 後 は 次 第 に 伸長 過 大 し て 8 日 後に 第 1 回 
の 脱 友 を 行ない Ta 期 に 達する . その 後 も 成長 を つ ゞ 
け 14 日 間 で Ula ic, 15 日 目 に は IITb 期 Cp d 
cO, マル ビ ギ ー 氏 管 を 破っ て 脱出 し 頭 部 に 移行 す 
る . ESL, この 発育 速度 に は 麗 の 個体 に より , ある 
い は 和 同一 政体 内 で あっ て も 個々 の 幼虫 に よっ て か な り 
の 差 が あり , 早い も の で は "3 日 目 に 既に IIIb 期 に 達 す 
る も の も ある が , 16 日 目 で も 沿 T 期 に と ど ま っ て いる 
も の も ある . また , 各 期 幼 下 の 大 き さ も 個体 に よっ て 
か な り 異 な る と と は 第 1 表 に 示す 通り で ある . 


2. RIES BM ESO D. immitis 幼虫 に 対す る 感 


受 性 . 
1) 政 が 摂取 する 仔 申 数 
午後 7 時 か ら 慌 朝 午 前 6 時 まで の 11 時 周 た 吸血 し た 


も の を 直後 に 殺し て 割 検 し , 理 が 摂取 し た 仔 虫 数 を 調 
べた 結果 第 2 表 に 示す 通り で ある . と の 表 か ら わ か 
る よう に , WEER LUFRE EOMMC EMO lH 
体 に よっ て 著しく 異な る が , 各種 類 毎 の 平均 摂取 数 を 
夫々 の 種類 の 吸血 量 を 考慮 し た 予想 摂取 数 と 比較 し て 
ASE, コガ タ ア カイ エ カ で は 予想 数 の 約 2.1 倍 で 最 
も 多く , アカ イエ カ で は 1.6 倍 で これ 公 次 ぎ , トウ ゴ 
ウ ヤ ブ カ と オオ クロ ヤブ カ で は 約 0.9 倍 で 予想 数 より 
や ゝ 少な か っ た . Lal, AROAKMMKHOR Mt 
吸血 時 間 中 に も か な り 変 化す る と 思わ れる し , また 同 
じ 時 刻 で あっ て も 分 布 が 一 様 で は な いと 思わ れる の で , 
較 の 種類 に よっ て 摂取 仔 虫 数 に 差 が ある か どう か を 知 
る た め に は 更に 実験 を くり 返す 必要 が あろ う . マル ピ 
ギー 氏 管 た 侵入 する 率 は 11 時 間 以 内 で は オオ クロ ヤブ 
カ が 最高 で 33.2 少 を 占め , トウ ゴウ ヤブ カ が 12.3 多 で 
これ に 次 ぎ , アカ イエ カ と コガ タ ア カイ エ カ で は 夫々 
0. 626 & 50. 5925 ERD C [I 2» 5 7. この よう だ, MO 
種類 に よっ て マル ビ ピギー 氏 管 へ 侵入 する 仔 虫 の 率 に は 
か な り の 大 が ある が , 何 か の 理由 に よっ て マル ピギー 
氏 管 へ の 侵入 が で き な か っ た 仔 虫 は 生き た まい ヽ ゝ , ある 
い は PRAEC LTE Li Halna bol 思わ れ 
5. 
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Table 1. Larval development of Dirofilaria immitis in Aedes togoi at 25°C. 
TUUM MM—M—— 


Days | Body length(gj* Body width(g)* | | Develops 
, after | | Tail | mental 
infection Mean Range Mean Range | | stage** 

7 2 on T: 
0 307.0 280—330 6.5 mey n um Ia 
1 220.5 210—250 10.1 10—11 |)guishable from the 
2 193.5 185—200 Wr tox? ! body. | i 
3 147.53 135—170 0O。 135.20 
4 112.5 100 一 125 22.3 15 一 30 | | Ie 
15 ッ A tail of about 30g 
6 190.0 180 —200 20.3 26—31 |{ shable 
7 243.0 230—300 Sie) 3935 | Id 
8 319.0 250—350 d5.9- 2838 | 
9 322.0 250--400 33,9. 30-435 | 
| B m IIa 
10 148.0 330—550 SROs BOAO: 3) AI IS ea 6 
11 563.0 400 —650 150. BOA NaI " 
12 608.0 550—800 | 35.0  33—38 | 
13 752.0  710-—900 30.0 30-30 | | Ic 
BESSER | - | 
14 | 1030.0 1000—1100 | 20.0 20 一 20 IITa 
| loa | 
15 | — 130.0 — 1100-1200 200. Boo. AO ees [ Tb 
| | | 


* Mean for 10 larvae in each day. "UK After Omori, N. (1937). 


2) MORECHICHHEN SIF RR 

RAR DPO RIE -TRO BCA ok EO 
中 , マル ビ ギ ー 氏 管 に 人 芝 人 し た も の に つい て は 後述 す 
る が , CCClüowecX—JIEICATCEBI Áo 
た 仔 虫 に つい て 述べ さる. eae eke 
BENS 223, WME PIC DEBES NARC LIS Lig 
"m し か し , €oOffiCggltazvs53kü 
灰 日 多 の 塊状 を 時 する よう に な り , 更に 数 日 後 未 消 
化 の まま 胃 中 に 残さ れ て いた と 思わ れる 粘度 の 高い 回 
甘 を 排 江 し た 後 は 液状 の 袋 を 排 温 する よう に な る . と 
れ ら 一 連 の 工 塊 に 生理 的 食卓 水 を 滴 加 し , と れ を 除 々 
に と か し な が ら 精 査 する と , MitskO MOI o7 
3& o, 数 日 後に 排 注 さ れ た 粘 血 人 工 中 に 仔 虫 が 発見 され 
る . と の 中 , 吸血 直後 の 葉 中 に 発見 され る 仔 虫 は ギ ム 
ザ 液 で よく 染まり , 排 洪 時 に は まだ 生き て いた か ある 
い は 死 直後 で あっ た と 思わ れる が , 数 日 後 の 粘 血 糞 出 
(て 発 見 され る も の は 全く 染色 され ず , 辛うじて 仔 躍 の 
形 を 保っ て いる も の が 多い の で , 管 らく 死後 か な り の 
日 時 を 経過 し た も の と 思わ れる . 第 3 表 は 各種 類 毎 


(C, 吸血 後 毎日 排 湯 し た 業 塊 由 の フィ ラリ ア 仔 虫 ま た 
は 幼虫 の 数 を 示し た も の で , トウ ゴウ ヤブ カ の 9 日 及 
で 1i0 日 目 の 夫 々 1 個体 が Ta 期 で あっ た 他 は すべ て Ia 
H ( 仔 虫 ) の まま で あっ た . 11 日 目 以 後に 排 注 さ れ た 
開 塊 中 大 は フィ ラリ ア 幼 虫 は 全く 発見 で き な か っ た . 
第 4 表 は 吸血 後 7 日 間 個 別 鍋 育 を し て その 間 に 排 洪 き 
た 業 塊 中 の 仔 虫 数 を 調べ た 後 , Te OBER T 
LE [RRP UNC HE S Co a UE 6 ten 
を 示し た も の で , この 表 か ら , 排 洪 され る 仔 虫 の 割合 
BADOC o TELI ERO, アカ イエ カ で は に 実 
( こ 98.9 劣 を , コガ タ ア カイ エ カ で も 86.522 を 排 注 す る 
の > スン ロイ フカ で は 59.0 の を を, ドウ コウ ヤブ ん で 
TEE 6.9 密 を 排 護 する に すぎ な いこ と こと が わか る 
i bi de Shoes 
FAL OP RABE LEAS, vie EREE 
くく 幼虫 を 残し て いな い 個 体 も し ば し は ば 認め られ た . 
3) IL, HE RS ER [C tr Oo ARES 
AWER ICAL Ee T aA S TERO ZO 
DOE AUS OMIT k o THL l| ED., NI, 
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Fig. 2 Schematic representation of the development of Dirofilaria immitis larvae in 


Aedes tozoi with the lapse of days after infection at 25°C, based on Table 1. 


Table 2. Mean number and distribution of microfilariae or larvae of Dirofilaria immitis 
in four common mosquitoes fed during 11 hours on a dog which had about 


26 microfilariae per mm? blood. 


Nesaf Expected No. No.of filariae 25 distribution of filariae 
od : of micro- examined per in mosq. in 1 to 11 hours 
Mosquito species "EC filariae — | mosquito after feeding 

act] taken up by " 

a female | Malpighian 
Mean Range Stomach tube: 
Aedes togoi | 84 | 64.8 | 58.8 |  1—184 87.7 12.3 
Culex pipiens pailens | 106 52.9 | 82.4 4—260 99. 4 0.6 
C. tritaeniorhynchus summerows 50 — 43.1 89.2 3-305 | 99. 5 0.5 
Armigeres subalbatus | 50 101.1 /— 95.0 11—358 66.8 | 33.2 


Table 3. 


fe Nay PE E 


EM 4 ORT 4 7 YT 


受 性 


Number of Dirofilaria immitis microfilariae or larvae dischaged in droppings 


of mosquitoes during ten days after feeding on an infected dog at 25°C. 


: Total Days after feeding on an infected dog 
Mosquito I OF No. of 
mosqs. OUS 
species ER filariae : 
| discharged 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Ae. togoi 6 11 6 i 2 1 1 
C. p. pallens 24 902 248 532 119 à 
C. f. summorosus | 16 283 56 164 62 1 
Ar. subalbatus 8 37 22 5 3 3 2 1 1 

Table 4. Number and percentage of Dirofilaria immitis microfilariae or larvae discharged in 


droppings of mosquitoes during 


7 days after feeding on an infected dog at 25°C. 


No. of filariae 


% of filariae 


Mosquito Dos : 
) | mosqs. 
REN | examined | | j i i 
| | Total | discharged remained discharged remained 
Ae. togoi 9 101 7 94 | 6.9 93.1 
C. p. pallens 24 917 907 10 98.9 | jl 
C. た summorosus 19 CEF] 283 44 86.5 13:5 
Ar. subalbatus 10 69 37 | 32 53.6 46.4 
Table 5. Experimental infection rate with the second and third stage larvae of Dirofilaria 
immitis in mosquitoes kept 25°C after infective feeding for more than 11 days. 
| | No. of larvae per 
Mosquito No, msqs. . No. mosqs. | 95 | infected mosquito 
species examined  ; infected | infection ae = mre a. 
| | Mean Range 
Ae. togei 37 28 | 78.7 10.0 1—39 
C. p. pallens 540 | 116 2125 3.0 1—30 
| : 
C. t. summorosus | 71 | 16 | 2255 2.8 1--66 
| | 
Ar. suba'batus 75 i 0 0.0 ーー = 


Pila TE A DD dH 
発育 途中 で 死亡 する も の も 多少 ! 
NO の し か し , S 


を 開始 し 


あま り 多 すぎ る と それ ら の 幼虫 の 発 


の が 死亡 する 現象 が み ら れ る . 


これ は 


さあ る が , 
EDS 
EARNER OS 
WS l KEHO 


JRC o TIEF- RSA S AE E 
す と と に よる と 思わ れる . アカ イエ カ と コガ タ ア カイ 
oo E 
を 開始 する が , 発育 途中 で 死亡 する も の が トウ ゴウ 

ブ カ の 場合 より や や 多く , 最初 【 ELCHE IE MUS 
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な いと と と 相 侯 っ て 発 育 を 完了 する 幼虫 数 は か な り 
少な く な る 傾向 が み ら れ る . し か し HHb 期 に まで 達し 
た 幼虫 は その ほとん ど が 発育 を 完了 する も の と 思わ れ 
る . オオ クロ ヤブ カ の 場合 に は か な り 多 数 の 仔 虫 が マ 
ルビ ギー 氏 管 に 侵入 する に も か か わら ず , それ ら の 仔 
虫 は 全く 発育 で きず , 数 日 中 に 死 葉 す る と と が 確認 さ 
れ た . 第 5 表 は 感染 後 11 日 目 以 後に 剤 検 し た 理 の Ub 
期 以 上 の 高 令 幼 虫 に よる 感染 率 を 未 し た も の で , Lx 
の と と が その 率 と な っ て あら われ て いる . 即ち , 感染 
率 は トウ ゴウ ヤブ カ が 75.79 多 で 最も 高く , コガ タ ア カ 
イエ カ と アカ イエ カ は 夫々 22.5 め 及び 21.5 あ と か な り 
低く , オオ クロ ヤブ カ で は ATS KK. BP 1 
体 当り の 平均 保有 仔 虫 数 は トウ ゴウ ヤブ カ が 10.05 
で 最も 多く , アカ イエ カ と コガ タ ア カイ エ カ で は 夫々 
3.0 隻 及び 2.8 隻 と 著しく 少な か っ た . 
4 ) FERAE D. immitis JATH SRS 
性 . 
以上 の 実験 成績 か ら わ か る よう た , 今回 供 試 し た 4 
HOROR, トウ ゴウ ヤブ カ は 吸血 に よっ て 摂取 し た 
FRO Cpe PD LPP ST, その 大 部 分 を マル ピ 
ギー 氏 管 に 侵入 させ , その ほとん ど を 感染 幼虫 に まで 
発育 させ る の で 実験 的 感染 率 は 最も 高く , 従っ て 4 種 


ま 


長崎 地方 に 普通 の 表 4 種 , 取 ち トウ ゴウ ヤブ カ , Y 
Ag. コガ クア カル イエ モカ 及び オオ クロ ヤ イデ カ め の 
D. immitis 幼虫 に 対す る 感受 性 を 明らか に する た め に 
当地 方 で 採集 し 累代 飼育 中 の 政 に , 冬期 25°C 恒 温室 に 
移し て 末 憎 正 液 中 に 出る 仔 虫 数 を 増加 させ た 感染 大 か 
ら 吸 血 さ せ , MOIS SFI, BLIEITHET 25 
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仔 虫 また は 幼虫 数 マル ピギー 氏 管 内 で の 幼虫 の 発育 状 


i, 高 令 幼虫 に よる 感染 率 等 を 調べ た . 

冬期 , 感染 犬 を 25?C 恒 温室 に 移す と 数 日 後 か ら 末 構 
血液 中 の 仔 虫 数 が 増加 し 始め , 約 1 ヵ月 後に は 夏期 の 
最多 仔 虫 数 と は ほ ば 同数 に 達する . と この よう に し て 増加 
させ た 仔 虫 は 夏期 に 目 然 に 増加 し た 仔 虫 と 同様 , mnc 
取 摂 され る と 正常 に 発育 する . 

トウ ゴウ ヤブ カ に 摂取 され た 仔 虫 は 25?C に お いて は 
約 半 日 以内 に マル ビ ピギー 氏 管 に 侵入 し て 発育 を 開始 し , 
約 15 日 間 で 感染 幼虫 と な り , BAN CAH LO oF 
部 に 移行 する . 


惑 


の 中 で は 最も 感受 性 の 高い 種類 で ちあ も る と いえ る . し か 
し その 反面 , 多数 の 仔 虫 を 保有 し て いる 犬 か ら 吸 血 し 
た 場合 , 即ち 多数 の 仔 虫 を 摂取 し た 場合 に は , マル ピ 
ギー 氏 管 の 機能 障害 を 起 し て 幼虫 の 発育 が 完了 する 以 
前 に 下 そ の も の が 死亡 する と 思わ れる . アカ イエ カ は 
摂取 し た 仔 虫 の 大 郎 分 を 華 と 共に 排 倫 し, マル ピギー 
氏 管 に 侵入 させ た 仔 虫 も 発育 の 途中 で その 一 部 を 死亡 
させ て 高 今 幼虫 に よる 感染 率 を か な り 低 下さ せ て いる . 
従っ て と の 下 の 感受 性 は か な り 低 いと 考え られ る . し 
か し この 収 は , 多数 の 仔 虫 を 摂取 し て も その 大 部 分 を 
排 湯 す る の で , 発育 中 の 幼虫 に よる 機能 障害 を 超す こと 
と は ほとん ご ど な く , 仔 虫 数 の 多い 犬 か ら 吸 頂 し た 場合 
に は か えっ て 有利 で ある よう に 思わ れる . コガ タ ア カ 
イエ カ は 排 江 数 だ が アカ イエ カ に 次 いで 多く , 発育 中 の 
幼虫 の 死亡 も か な りあ っ て 高 令 幼 虫 に よる 感染 率 は 

アカ イエ カ と は ほ ば 同様 で ある . 従っ て 本 種 の 感受 性 も 
アカ イエ カ と は ば 同 程 度 と みな され る . オオ クロ ヤブ 
カ は 摂取 し た 任 串 の 約 半数 を マル ピギー 護 管 に 侵入 さ 
せる が , と これら の 仔 虫 を 同 管内 で 数 日 中 に と と ご と く 
死亡 させ る の で , 高 令 幼 虫 に よる こと の 表 の 感染 率 は 堆 
CHO, 感受 性 は 全く な いと 思わ れる . 


め 


IAHR ZF Lic 4 BOL OCC 4 f 
体 に よっ て 著しく 異な る . 摂取 され た 仔 虫 の マル ピ ギ 
ー 氏 管 に 侵入 する 率 は オオ クロ ヤブ カ が 最高 で トウ ゴ 
ウ ヤ ブ カ が これ に 次 ぎ , アカ イエ カ と コガ タ ア カイ エ 

は 極め て 低かっ た . MEARS NAFRAR 
約 1 週間 以内 に その 野 の 工 と 共に 排 湯 さ れる が , その 
割合 は 敷 種 に よっ て 大 きく 異な り , アカ イエ カ と コガ 
アタ カイ エ カ で は 特に 高く 。 オオ クロ ヤブ カ が これ に 
X. トウ ゴウ ヤブ カ で は 極 低 率 で ある . 高 令 幼虫 に 
よる 実験 的 感染 率 は トウ ゴウ ヤブ カ で 最も 高く , アカ 
イエ カ と コガ タ ア カイ エ カ で は か な り の 低く, オオ クロ 
YZZàzcCui*cbs. 

以上 の こと と か ら , 供 試し た 4MOMOHGIE RYT 
ウ ヤ ブ カ の 感受 性 が 最も 高く , TUUS ASI 
カイ エ カ で は か な り の 低く, オオ クロ ヤブ カ で は 全く 感 

受 性 が な いこ と が わか っ た . 
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